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地球環境に配慮し、植物油インキで印刷しています。

●一般寄付
　社会福祉のために
　　特別養護老人ホーム　繋松苑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20,000円
　　都南芸能協会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・70,000円
　総合福祉センター補修準備積立金として
　　浅沼　康司・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10,000円
　復興支援のために
　　三橋　美智清・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100,000円
●物品寄付
　被災地支援のために
　　菅田　慧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・本190冊
　児童福祉のために
　　森田　京子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・本40冊
　貸出事業のために
　　及川　隆一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電動ベッド1台
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ま ご こ ろ

福祉もりおか 盛岡市若園町2-2  盛岡市総合福祉センター
TEL：０１９（６５１）１０００  FAX：０１９（６２２）４９９９

盛岡市社会福祉協議会社会福祉
法　　人2012

11.15
http://www.morioka-shakyo.or.jp/

No.163

　厳しい残暑が長く続いたあと、季節は駆け足で冬に向かい、あっという間に当初の予定
に追いついたように感じます。急激な気候の変化に体調管理もたいへんだったのではない
でしょうか。
　さて、１面に載せた復興支援ボランティア募集ですが、震災発生から時間が経ち、報道
される機会が減少したためなのか、かわいキャンプを訪れるボランティアさんも少なく
なっています。ある程度の人数がいないとできない活動もありますので、ぜひご協力をお
願いします。（ I ）

催し案内

　盛岡市社会福祉協議会玉山支所では、地域の高齢
者世帯等の除雪活動を行う除雪機を玉山区内の自治
会へ貸し出しをします。　
貸出台数：３台（１自治会1台）
貸出期間：平成24年12月1日から平成25年3月31日まで
申し込み：盛岡市社会福祉協議会玉山支所
　　　　　TEL 683-2743

玉山区自治会への除雪機貸出

ホームヘルパー募集

■母子父子「親と子のクリスマス会」
　母子父子世帯を対象としたクリスマス会を開催しま
す。ゲーム等楽しい企画を予定していますのでふるっ
てご参加ください。
日　時：12月9日（日）午後1時～午後3時30分
場　所：盛岡市総合福祉センター
対　象：中学生までの子どものいる母子父子世帯
参加費：無料
申し込み：11月30日までに盛岡市社会福祉協議会へ
　　　　　TEL 651-1000

■盛岡市子ども会議
　子どもたちの運営により、各地区の子ども会の活
動事例発表や、子ども会活動の計画・実践について
の情報交換などが行われます。
日　時：1月20日（日）午後1時～午後3時40分
場　所：盛岡市総合福祉センター
対　象：各単位子ども会代表及び世話人、子ども会
　　　　関係者
問い合わせ：盛岡市社会福祉協議会
　　　　　　TEL 651-1000

■第20回岩手県障がい者文化芸術祭
■作品展示
　場　　所：ふれあいランド岩手（三本柳8-1-3）
　展示期間：12月1日（土）～12月9日（日）  午前9時～午後8時45分まで
　展示内容：絵画・書道・写真・工芸・文芸など
■ふれあい音楽祭2012
　場　　所：ふれあいランド岩手（三本柳8-1-3）
　日　　時：12月8日（土）午前11時～午後4時まで
　問い合わせ：岩手県障がい者社会参加推進センター第20回岩手県障がい者文化芸術祭実行委
　　　　　　　員会事務局  TEL 637-5055

　盛岡市社会福祉協議会では、次のヘルパーステーションで働くホームヘルパーを募集します。
必要資格：ホームヘルパー２級以上または、介護福祉士資格
雇用形態：非常勤（20分間400円）
募集人数：若干名
勤 務 地：月が丘ヘルパーステーション（月が丘３-7-5）、
　　　　　 盛岡駅西口ヘルパーステーション（盛岡駅西通1-2-2）
　詳しくは月が丘ヘルパーステーション（TEL 645-5125）、盛岡駅西口ヘルパーステー
ション（TEL 653-3013）へお問い合わせください。

　収入が減って生活が大変、車のローンが通らない、失業してしまい今後の生活が不安、借金があ
って返済に困っている。このようなご相談に、各専門機関の相談員が対応します
開催日時：12月8日（土）午前10時～午後4時
会　　場：消費者信用生活協同組合盛岡相談センター（南大通1-8-7　CFCビル２階）
予　　約：月～土曜日　9時～17時　TEL 653-0001
≪開催団体≫　盛岡市消費生活センター／岩手県社会福祉協議会／盛岡市社会福祉協議会
　　　　　　　／ＮＰＯいわて生活者サポートセンター／消費者信用生活協同組合

写真は昨年のクリスマス会の様子

写真は昨年の子ども会議の様子

　盛岡市社会福祉協議会玉山支所では、弁護士による無料法律相談を行います。
日　　　時：平成24年11月 27日(火) 午前10時～午後3時
場　　　所：盛岡市玉山総合福祉センター
　　　　　 （玉山区渋民字泉田360　盛岡市役所玉山総合事務所隣接）
定　　　員：8名（定員に達し次第締め切り）
相談時間：1人30分以内
予 約 先：盛岡市社会福祉協議会玉山支所　TEL 683-2743

弁護士による無料法律相談

くらしとお金の安心合同相談会

　家族を在宅で介護している方の悩みごとなどに、保健師等のスタッフが電話や面接、訪問等で相
談に応じます。どうぞお気軽にご相談ください。
相談時間：月曜日～金曜日　午前9時～午後4時（土日・祝日、年末年始はお休みです）
費　　　用：無料
問い合わせ：在宅介護者等相談支援センター
場　　　所：盛岡駅西通1-2-2
　　　　 　 TEL 622-7570    FAX 606-3362
　　　　 　 E-mail  kaigosha-sien@morioka-shakyo.or.jp

在宅で介護している方のための相談窓口

《高齢者無料職業紹介所》
求　　　職：働く能力と意欲のある高齢の方に職業を紹介します。
　　　　　　登録できる方　おおむね65歳以上の方
求　　　人：病院の付添いや家事の手伝い、草取り、庭木の手入れなど、人材を派遣します。
　　　　　　派遣は有料となります。料金は仕事の内容により異なります。
相 談日時：月～金曜日　午前8時30分～午後5時（国民の休日、年末年始を除きます）
《結婚相談所》
　幸せな結婚を望んでいる方のために、結婚相談所を開設しています。
相 談 内 容：結婚についての相談を受けます。
　　　　　　希望される条件を満たした方または希望される条件に近い方をご紹介します。
相 談日時：月・水曜日　午前10時～午後4時（国民の休日、年末年始を除きます）
《心配ごと相談》　盛岡市役所都南総合支所
　司法書士による、人権、相続等に関わる相談を行います。
相 談日時：12月21日（金）午前10時～午後4時
　　　　　　  1月18日（金）午前10時～午後4時
場　　　所：盛岡市役所都南総合支所（津志田14-37-2）
問い合わせ：盛岡市社会福祉協議会　TEL 651-1000
《人権・生活相談》　盛岡市玉山総合福祉センター
　人権、生活に関する相談を受けます。
相 談日時：12月 12日（水） 午前10時～午後3時
　　　　　　  1月   9日（水） 午前10時～午後3時
場　　　所：盛岡市玉山総合福祉センター（玉山区渋民字泉田360）
問い合わせ：盛岡市社会福祉協議会玉山支所　TEL 683-2743

盛岡市若園町2-2 盛岡市総合福祉センター内　TEL ６５１－１０００
社会福祉協議会の相談窓口

　盛岡市社会福祉協議会では、除雪に困っている高齢者
世帯や障がい者世帯に対して無償で行う「福祉除雪」にご
協力いただける個人、団体を募集しています。
除雪の範囲：（1）玄関先から道路出入口までの通路
　　　　　   （2）敷地内の最小限の生活通路等
除 雪 期 間：平成24年12月1日～平成25年3月31日
　　　　　　※除雪は状況を判断して事務局よりその都
　　　　　　　度要請します。
問い合わせ：盛岡市社会福祉協議会　TEL 651-1000

福祉除雪ボランティア募集

　盛岡市社会福祉協議会の事業活動資金として次の方々からご寄付をいただきました。
　ご協力に感謝し、ご報告申し上げます。
平成24年8月18日～平成24年10月19日現在（敬称略）

車いす乗車福祉車両（ぷらっとキャブ）をご利用ください

シニアビリヤード教室

　盛岡市社会福祉協議会では、歩行が困難な高齢者や車いす使
用者の方の外出を支援するため、車いす同乗福祉車両の貸出しをし
ています。
利用対象者：市内在住の高齢者、障がい者等で車いすを使用される方
利用日時：年末年始、祝祭日を除く午前9時～午後5時
利用回数：月３回まで
利 用 料：無料
申し込み：盛岡市社会福祉協議会在宅福祉課 TEL  651-1000

主　　催：岩手県ビリヤード協会
日　　時：12月13日から毎週木曜日（月4回）
　　　　　午後2時～午後4時
場　　所：ビリヤード バディーズクラブ
　　　　　盛岡市青山3-27-10
対　　象：岩手県内に住む60歳以上のビリヤード初心者
参 加 費：1ヶ月2,500円（道具賃料含む）
申し込み：12月7日までに岩手県ビリヤード協会へ
　　　　　TEL 697-7135

　10月24日、岩手県民会館大ホールを会場に、盛岡市社会福祉協議会と盛岡市共同募金委員会、盛岡市
民生児童委員連絡協議会の主催および盛岡市の共催により第51回盛岡市社会福祉大会を開催しました。
　式典冒頭には社会福祉関係物故者並びに東日本大震災で亡くなられた方々に対し黙祷を捧げました。
　式典は桑島博盛岡市社会福祉協議会会長のあいさつに続き、社会福祉活動に尽くされた67名、23団体
と、福祉作文・福祉標語コンクールで最優秀賞を受賞した児童生徒7名の表彰が行われました。
　このあと、児童生徒7名による福祉作文・福祉標語コンクール最優秀作品の朗読発表が行われ、続く大会宣
言では「地域内住民の良好な交流と相互の支え合いによるまちづくり」を目指していくことを宣言しました。
　タレントのダニエル・カールさんを講師に迎え、「今、出来ること」～がん
ばっぺ！　オラの大好きな日本～と題して行われた記念講演では、東日本大
震災発生後のダニエルさんの活動について話された後、日本にはいいとこ
ろがたくさんあるので、謙遜ばかりではなく、もっと自慢して、日本のいいところ
をアピールするべきだといったことなど、予定時間を超える程たくさんのお話
をしていただきました。
　講演中、会場は何度も笑いに包まれ、最後はたくさんの拍手がわき起こり
ました。

第51回盛岡市社会福祉大会表彰者

かわいキャンプ
復興支援ボランティア募集

■市長感謝状
   カッコ内は地区民協名
工藤　優子（盛岡市）
■会長表彰
   カッコ内は地区民協・団体名
吉田　悦子
（盛岡市民生児童委員
連絡協議会）
髙畑アサ子（同）
宍戸　佑子（同）
工藤　公平（同）
眞舘　順子（同）
榊　　久子（同）
北田ふじこ（同）
高橋　良三
（盛岡市社会福祉協議会）
工藤　重信（同）
荒屋　智美（同）
山口結佳子（同）
大坂　勝子（同）
小西　峯生（岩手愛児会）
長川喜美子（同）
山崎　洋子（同）
高橋恵美子（小原慶福会）
熊谷　真澄（玉山秀峰会）
市川　安男（同）
杉村　　剛（千晶会）
難波　英二（同）
高橋　陽子（土淵朗親会）
高橋　尚子
（光の園付属保育所）

坂下シンチャ
（盛岡市民福祉バンク）
立柳　貴士（同）
高橋　新吉（岩手更生会）
熊谷　次子（いきいき牧場）
入澤　裕子（盛岡山王会）
大坪美誇子（同）
千葉　恵保（盛岡山王会）
吉田麻衣子（同）
小笠原理加（同）
丸山　幸生（同）
伊藤　茂子（一誠会）
臼澤千代子（同）
工藤久美子（同）
佐藤めぐみ（同）
松澤　香織（同）
氏家　秀樹（同）
齊藤　きみ（青い鳥）
藤原　節子（同）
工藤タミ子（同）
工藤　光子（同）
佐藤　香里（岩手県社会福祉事業団）
佐藤　禮子（盛岡市保健推進員協議会）（太田地区）
中村　笑子（同）（城南地区）
工藤　安子（同）（西厨川地区）
黒川南町内会
（岩手県共同募金会盛岡市共同募金委員会）
手代森下通町内会（同）
中羽場町内会（同）
川目上躍進会（同）
下米内町内会（同）

下小路町内会（同）
■会長褒賞
長谷川昌三、中村　秀明、鈴木カチ子
大泉紀代子、小笠原寿子、栃内　京子
吉田　たけ、中村ハルエ、吉田　和子
井上　京子、千葉早智子、柳田　博子
髙橋　輝雄、小田中ミドリ、竹田美江子
右京トシ子
■中央共同募金会会長感謝状
宗教法人真如苑東北本部
表千家水月会岩手支部
株式会社岩手銀行
株式会社北日本銀行
盛岡市歳末たすけあい演芸会実行委員会
■岩手県共同募金会会長感謝状
小原　國子、菊池　文子、木村ひさ子
三浦　康宏
JA全農いわて
青葉幼稚園、青葉幼稚園父母の会
岩手日報労働組合青女部
江戸千家岩手不白会
北日本銀行本店及びグループ会社役職員一同
古神道真理教都南教会
西厨川地区老人クラブ協議会
盛岡南ロータリークラブ
表千家流盛岡吉祥会
表千家方掬会
玉山区女性団体協議会
日蓮宗岩手県宗務所

歳末たすけあい演芸会歳末たすけあい演芸会
日　時：12月6日（木）
　　　　午前11時開演
場　所：岩手県民会館大ホール
内　容：踊り、コーラス、ダンスなど
主　催：盛岡市歳末たすけあい

演芸会実行委員会（構
成団体：盛岡市地域女
性団体協議会、盛岡市母子寡婦福祉協会、盛岡地区
更正保護女性の会、盛岡市退職女性教職員の会）

共　催：盛岡市町内会連合会、盛岡市民生児童委員連絡協
議会、盛岡市社会福祉協議会

入場料：無料（入場整理券は盛岡市社会福祉協議会、盛岡市
社会福祉協議会玉山支所で配布しています。その際に
は、歳末たすけあい運動の趣旨にご賛同いただき、1口
500円を目安とした募金協力をお願いします。）

　宮古市川井に設置したボランティア活動拠点、盛岡市かわいキャンプではボランティ
アを募集しています。
　東日本大震災から１年半以上が経過しましたが、人手を必要とする活動はなくなって
いません。
　みなさんのご協力をお願いします。
■現在、主に行っている活動
○大雨が降ったときに雨水があふれないように、詰まった側溝の泥出し
○波を被った後、現在まで手をつけることができずにいた、荒れた畑の再生活動
　これらのほかに、随時各ボランティアセンターからの依頼に応じながら活動しています。

　盛岡市かわいキャンプは、東日本大震災により被災した岩手県沿岸地域でボラン
ティア活動をする方のために、宿泊場所の提供や、送迎、ボランティアコーディネートを
行っています。
　沿岸地域へ行って活動されるボランティアの皆様の活動拠点としてご利用ください。
施設に関すること、利用に関することはホームページをご覧ください。
http://www.morioka-shakyo.or.jp/kawai/kawaiweb.html
ブログ「かわいキャンプ日誌」で活動の様子を見るこ
とができます。
http://blog.canpan.info/kawaicamp/

盛岡市かわいキャンプ
岩手県宮古市川井1-60-3　
TEL:0193-76-2005　FAX:0193-76-2231

写真は昨年の歳末たすけあい演芸会の様子

写真は昨年のチャリティーショーの様子

日　時：12月2日（日）
　　　　 午前10時開演
場　所：盛岡市渋民文化会館 姫神ホール
主　催：玉山区女性団体協議会
内　容：踊り、歌、ダンスなど
入場料：1人 500円（当日券600円）
　　　　収益金は歳末たすけあい義援金とし
　　　　て寄付されます。
問い合わせ：渋民公民館 TEL 683-2354

盛岡市
歳末たすけあい運動

盛岡市
歳末たすけあい運動

ビリヤードでちょっぴり健康してみませんか？ビリヤードでちょっぴり健康してみませんか？ 玉山区
婦人チャリティーショー

玉山区
婦人チャリティーショー

第51回盛岡市社会福祉大会開催第51回盛岡市社会福祉大会開催

盛岡市

　歳末たすけあい運動が12
月1日から12月28日まで行わ
れます。
　町内会・自治会を通じて
募金のお願いをしますの
で、今年も皆さんのご協力
をお願いいたします。

問い合わせ
岩手県共同募金会盛岡市共同募金委員会
盛岡市若園町2-2盛岡市総合福祉センター内
TEL 651-1000

〈玉山区〉
盛岡市玉山区渋民字泉田360
盛岡市玉山総合福祉センター内
TEL 683-2743

ダニエル・カールさんの講演
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平成24年度 盛 岡 市 福 祉 作 文・福 祉 標 語 最 優 秀 作 品

　盛岡市南西部に位置する自然豊かな田園地帯のなかで、「猪去ふれあいサ
ロン」は平成２２年５月から毎月最終金曜日に「猪去振興センター」で開催され
ており、地域の住民ならどなたでも参加することができます。地元小中学生の入
学・卒業のお祝い、介護なんでも相談、本場中国レシピの餃子作り、伝統のし
め縄作りなど特色のある内容が「多くの人々のさまざまな協力」を背景に、地域
の特性や実情をフルに生かし「世代間交流や見守り、また仲間づくりの場」とし
て積極的に展開されています。
・開 催 日　毎週最終金曜日
・場　　所　猪去振興センター
・周知方法　チラシを自治会班で回覧
・参 加 費　１００円（子どもは無料）
・開催時間　１０時～１７時
　　　　　 （１５時迄の変更もあり）
•夜間の部　１９時開催あり
　　　　　 （会社員や児童生徒の
　　　　　　ＰＴＡ等が参加し交流）

　盛岡市社会福祉協議会では、「障がいのある人もない人も共に学び共に生きる岩手県づくり条例」
の制定に伴い、岩手県社会福祉協議会の委託を受け、障がいのある方に対する不利益な取扱い相談
窓口を設置しています。
　条例には、障がいのある人とない人とが互いに個人の権利を尊重し合いながら心豊かに主体的に生
活することができる地域づくりを目指すことが明記されています。
　不利益な取扱いとは、不利な区別、排除、権利の制限、合理的な配慮をしないことに分けられており、
例えば、障がいの種別により施設やサービスの利用を断ることや、サービスを受ける際に支援者の付き
添いを条件にすることなどが挙げられます。
　このような取扱いの解消に向け関係機関が一体となって支援するために、社協が身近な窓口として
相談をお受けします。
相談受付窓口 ： 盛岡市社会福祉協議会　TEL 651-1000

小
学
校
低
学
年
の
部
　 

大
切
に
し
た
い
こ
と

杜
陵
小
学
校
　
二
年

平
　
沼
　
颯
　
泰

　

ぼ
く
は
、あ
の
と
き
の
大
き
な
じ
し
ん
を
体
け
ん
し

て
き
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、あ
ん
ぜ
ん
な
場
し
ょ
に
す
ぐ
に
げ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。い
え
の
中
で
じ
し
ん
が
お
き
た
と
き

は
、お
ち
て
く
る
も
の
が
す
く
な
いへ
や
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

あ
の
日
、え
ん
が
ん
で
は
大
き
な
じ
し
ん
の
ほ
か
に
、

つ
な
み
も
お
こ
り
ま
し
た
。そ
の
つ
な
み
は
、何
人
も
の

い
の
ち
を
う
ば
って
い
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、じ
ぶ
ん
の
ま
わ
り
に
は
、ど
ん
な
人
が
い
る

か
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

ふ
つ
う
の
人
な
ら
、じ
ぶ
ん
の
力
で
ひ
な
ん
で
き
ま

す
。か
ぞ
く
で
す
ん
で
い
る
人
は
、か
ぞ
く
み
ん
な
の

き
ょ
う
力
で
ひ
な
ん
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
く
ら
べ
て
、一
人
ぐ
ら
し
の
人
、お
年
よ
り
、

赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
い
子
ど
も
は
、ひ
な
ん
は
と
て
も
む

ず
か
し
い
と
思
い
ま
す
。足
が
ふ
じ
ゆ
う
な
人
も
、そ

れ
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
人
が
あ
ん
ぜ
ん
に
ひ
な
ん
す
る
た
め
に

は
、ま
わ
り
の
人
の
た
す
け
が
ひ
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

だ
か
ら
、じ
ぶ
ん
の
ま
わ
り
に
ど
ん
な
人
が
す
ん
で

い
る
か
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、ぼ
く
が
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
考

え
て
み
ま
し
た
。

　

一
、会
っ
た
と
き
に
、あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
。

　

二
、ち
い
き
の
人
た
ち
と
こ
う
り
ゅ
う
を
し
、話
を

聞
く
こ
と
。

　

三
、町
内
会
の
行
じ
な
ど
に
は
、せ
っ
き
ょ
く
て
き
に

さ
ん
か
す
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
こ
と
で
、年
の
ち
が
う
お

に
い
さ
ん
や
お
ね
え
さ
ん
、お
と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ

ん
、お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
と
こ
う
り
ゅ
う
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
で
き
れ
ば
、お
た
が
い
に
分
か
り
合
い
、何
か

あ
っ
た
と
き
に
た
す
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。ぼ
く
は
、こ
れ
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
原
文
の
ま
ま
）

小
学
校
中
学
年
の
部
　

み
ん
な
の
え
が
お

生
出
小
学
校
　
四
年

岩
　
崎
　
美
　
喜

　

六
月
十
四
日
に「
き
ず
な
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」で
、小
本
小
と
、

小
本
の
仮
設
住
た
く
に
行
って
き
ま
し
た
。

　

小
本
小
と
大
牛
内
分
校
と
の
交
流
会
で
は
、ど
の
よ
う
に

し
て
品
種
改
良
が
さ
れ
た
か
を「
ミ
ニ
テ
ィ
が
で
き
る
ま
で
」

と
い
う
げ
き
で
発
表
し
ま
し
た
。生
出
で
生
ま
れ
た
ミ
ニ

テ
ィ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
が
ん
ば
っ
て
発
表
し
ま

し
た
。初
め
て
会
っ
た
人
た
ち
と
、名
し
交
か
ん
や
、じ
ゃ
ん
け

ん
列
車
を
し
ま
し
た
。短
い
時
間
だ
っ
た
け
ど
、い
つ
も
遊
べ

な
い
人
た
ち
と
一し
ょ
に
楽
し
く
て
う
れ
し
い
時
間
に
な
り

ま
し
た
。

　

仮
設
住
た
く
で
も
げ
き
を
発
表
し
ま
し
た
。そ
し
て
貴

重
な
お
話
を
聞
き
、写
真
も
見
せ
て
も
ら
い
大
震
災
の
悲
し

み
や
、人
の
心
の
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。津

波
で
、い
ろ
ん
な
も
の
を
失
っ
た
人
た
ち
の
悲
し
さ
や
大
変
さ

を
わ
か
ち
合
え
る
時
間
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。仮
設
の
人

た
ち
は
、津
波
の
こ
と
を
話
す
た
び
に
、思
い
出
し
て
、ま
た

つ
ら
い
気
持
ち
に
な
る
の
に
、私
た
ち
に
て
い
ね
い
に
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
で

人
って
強
い
な
あ
、あ
っ
た
か
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、み
な
さ
ん
が
暗
い
顔
を
せ
ず
、明
る
い
顔
で
生
活
で

き
る
よ
う
に
と
思
って
ミ
ニ
テ
ィ
を
と
ど
け
て
き
ま
し
た
。ひ

災
地
で
は
、家
族
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
や
、心
に
大
き
な

傷
を
お
っ
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。助
け
合
う
こ
と

が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、私
が
思
う
助
け
合
い

は
、そ
ば
に
い
て
、いつ
も
自
分
が
え
が
お
で
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。」

と
言
っ
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。え
が
お
で
接
す
る

こ
と
で
、え
が
お
は
ど
ん
ど
ん
う
つっ
て
いっ
て
、み
ん
な
が
元

気
で
え
が
お
で
生
活
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
々
の
幸
せ
を
考
え
た
時
、幸
せ
と
は
、特
別
な

こ
と
で
は
な
く
み
ん
な
と
あ
そ
ん
だ
り
、お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

福
祉
と
い
う
言
葉
を
辞
典
で
調
べ
る
と
、「
多
く
の
人
々
の

幸
せ
、幸
い
」と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。多
く
の
人
が
幸
せ
に

な
る
に
は
、一人
が
変
わ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。一人
一人
が
、

明
る
く
え
が
お
で
生
活
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、み
ん
な
に
言
い
た
い
。

「
み
ん
な
で
協
力
し
て
未
来
を
ち
ょっ
と
ず
つ
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。み
ん
な
で
が
ん
ば
れ
ば
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。が
ん
ば
ろ

う
よ
。」と
。

（
原
文
の
ま
ま
）

小
学
校
高
学
年
の
部
　

大
震
災
を
経
験
し
て

杜
陵
小
学
校
　
六
年

赤
　
坂
　
陽
　
香

　

昨
年
三
月
十
一日
。体
験
し
た
こ
と
も
な
い
大
き
な
地
震

が
、私
た
ち
の
住
む
東
日
本
を
お
そ
い
ま
し
た
。あ
の
日
の
こ

と
は
、今
も
し
っ
か
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　

地
震
が
起
き
た
と
き
、私
は
学
校
に
い
ま
し
た
。帰
り
の

会
が
終
わ
り
、体
育
館
に
遊
び
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
と

き
に
、地
震
が
起
き
ま
し
た
。ド
オ
ー
ッ
と
い
う
地
鳴
り
が

し
、激
し
い
ゆ
れ
が
長
く
続
き
ま
し
た
。久
保
先
生
が
、

「
す
ぐ
、机
の
下
に
入
り
な
さ
い
。み
ん
な
、落
ち
着
い
て
。」

と
叫
ん
で
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。い
つ
も
の
地
震
な
ら
そ

ん
な
に
怖
が
ら
な
い
私
で
す
が
、こ
の
地
震
は
、い
つ
終
わ
る
の

だ
ろ
う
、も
っ
と
激
し
い
ゆ
れ
に
な
る
の
で
は
と
思
い
恐
し
く

感
じ
ま
し
た
。

　

ゆ
れ
が
お
さ
ま
り
、家
に
帰
って
か
ぎ
を
開
け
、中
に
入
ろ

う
と
思
っ
た
け
れ
ど
、玄
関
の
と
び
ら
は
開
き
ま
せ
ん
で
し

た
。地
震
の
ゆ
れ
の
た
め
、と
び
ら
の
と
こ
ろ
が
ゆ
が
ん
で
し

ま
っ
た
ら
し
く
、い
つ
も
な
ら
す
ぐ
に
開
く
と
び
ら
が
、ど
う

し
て
も
開
き
ま
せ
ん
で
し
た
。と
な
り
の
人
が
、

「
ど
う
し
た
の
。と
び
ら
が
開
か
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、家
の
人
が

来
る
ま
で
、中
に
居
て
も
い
い
よ
。」

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、私
は
な
ん
と
か
し
て
開
け

た
い
と
思
い
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
。姉
も
帰
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
か

ら
。」

と
断
り
、い
ろ
い
ろ
や
って
み
ま
し
た
。で
も
、と
び
ら
は
、な
か

な
か
動
き
ま
せ
ん
。だ
ん
だ
ん
辺
り
は
暗
く
な
り
、寒
く
も

な
って
き
ま
し
た
。私
は
、ど
う
し
よ
う
と
心
細
く
な
って
き

ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
で
す
。様
子
を
見
て
い
た
友
達
の
茉
林
さ
ん
と

茉
林
さ
ん
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、

「
と
び
ら
開
か
な
い
の
。開
か
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、私
の
家
に
来

る
。」

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。私
は
、助
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

　

茉
林
さ
ん
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、私
の
名
前
も
知
ら
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。日
頃
か
ら
、そ
ん
な
に
親
し
い
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。で
も
、私
が
困
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
、声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。私
は
、本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

茉
林
さ
ん
の
お
ば
あ
さ
ん
の
家
の
中
に
入
る
と
、若
菜
さ

ん
も
い
ま
し
た
。そ
こ
に
い
る
と
き
に
も
、余
震
が
続
い
た

り
、遠
く
の
方
で
ド
オ
オ
ン
と
い
う
大
き
な
音
が
し
て
い
た
の

で
、中
に
入
れ
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、お
姉
ち
ゃ
ん
が
家
の
と
び
ら
を
開
け
、自

分
の
家
に
も
ど
り
ま
し
た
。し
か
し
、ま
た
大
き
な
余
震
が

き
た
た
め
、お
姉
ち
ゃ
ん
と
二
人
で
、ま
た
茉
林
さ
ん
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。結
局
、夜
に
な
っ

て
家
の
人
が
迎
え
に
来
る
ま
で
、そ
こ
で
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

あ
の
日
は
、停
電
で
、電
話
も
つ
な
が
ら
な
い
状
況
で
し

た
。そ
ん
な
と
き
に
は
、今
回
の
よ
う
に
、近
所
の
人
た
ち
が

助
け
合
う
こ
と
が
、大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

沿
岸
地
方
で
も
、近
所
の
人
た
ち
が
助
け
合
って
避
難
し

た
り
、生
活
し
た
り
し
て
い
る
様
子
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し

た
。私
は
近
所
の
人
た
ち
の
つ
な
が
り
や
助
け
合
い
の
大
切

さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
、今
普
通
の
生
活
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、沿
岸
の
方

は
ま
だ
、が
れ
き
が
た
く
さ
ん
残
って
い
る
し
、仮
設
住
宅
な

ど
に
く
ら
し
た
り
し
て
い
る
人
達
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。復

興
に
は
、ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、募
金
を
す
る
こ
と
や
沿

岸
地
方
に
いって
、が
れ
き
の
片
づ
け
の
手
伝
い
な
ど
を
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ぐ
ら
い
で
す
。し
か
し
、私
は
こ
ん
な
こ
と
で

も
必
ず
力
に
な
る
と
思
って
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、今
回
の
地
震
で
感
じ
た
近
所
の
人
た
ち
と
の

つ
な
が
り
を
つ
く
って
い
く
た
め
に
、あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、地

域
の
活
動
に
参
加
し
た
り
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。今

度
は
、自
分
が
助
け
る
側
に
な
り
た
い
で
す
。（原

文
の
ま
ま
）

東日本大震災義援金の受付
（盛岡市共同募金委員会扱い）

（平成24年8月18日～平成24年10月19日）

福
祉
標
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最
優
秀
賞
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校
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生
出
小
学
校
　
一
年
　
竹
　
田
　
朔
　
都

　
　
　
　
　
　
　

ぼ
く
の
て
も　

か
し
て
あ
げ
た
ら　
　
　

　
　
　
　
　
　
つ
え
の
か
わ
り
に
な
る
ん
だ
ね

小
学
校
中
学
年
の
部　

　
　
　
　
　
生
出
小
学
校
　
四
年
　
岩
　
崎
　
湧
　
馬

　
　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　

言
わ
れ
て
こ
こ
ろ　

あ
っ
た
ま
る

小
学
校
高
学
年
の
部

厨
川
小
学
校
　
五
年
　
佐
々
木
　
桃
　
花

　
　
　
　
　
　
　

さ
し
の
べ
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

そ
の
手
が
だ
れ
か
の　

み
ら
い
に
な
る

中
学
校
の
部

盛
岡
白
百
合
学
園
中
学
校
　
三
年
　
瀬
　
川
　
愛
　
里

　
　
　
　
　
　
　

手
を
取
っ
て　

心
一つ
に　

見
え
る
明
日

おじゃまします
猪去ふれあいサロンSサロン訪問サロン訪問サロン訪問

匿名・・・2,020円

社協特別賛助会員 ありがとうございます 次の法人・事業所様から社協特別賛助会員として
ご支援いただきました。ありがとうございました。

 

福
祉
作
文

　
最
優
秀
賞
作
品

盛岡市防災訓練が実施されました 盛岡市老人作品展が
開催されました

盛岡市老人作品展が
開催されました

相光電気㈱
㈲阿部魚店
㈱岩手朝日テレビ
㈲岩手架設工業
㈱岩手銀行
岩手県森林組合連合会
公益財団法人岩手県予防医学協会
㈱岩手めんこいテレビ
㈱大坂工務店
㈱小山田工業所
㈱川徳

協積産業㈱
㈱北日本銀行
㈲クリーンモーター岩手
白松がモナカ本店㈱盛岡南店
全国共済農業協同組合連合会岩手県本部
寺岡ファシリティーズ岩手㈱
東北電話㈱
㈱東北油化
巴染工㈱
㈲範古堂
日立ｷｬﾋﾟﾀﾙｵｰﾄﾘｰｽ㈱東北支店盛岡営業所

㈱ヒノヤタクシー
福田機械㈱
㈱富士屋印刷所
みちのくｺｶ･ｺｰﾗﾎﾞﾄﾘﾝｸﾞ㈱盛岡支店
盛岡市医師会
盛岡ターミナルビル㈱
吉久産業㈱
㈱米内青果
菱和建設㈱

【平成24年8月18日～平成24年10月19日現在】

障がいのある人に対する不利益な
取扱い相談窓口

不利益な取扱い相談窓口と県広域振興局等の役割
相談者

・障がいのある人
・保護者
・支援者
・関係者など

市社協
《相談窓口》
・相談の受付

事実確認・助言

県広域振興局
《助言・調整》

・事実確認
・助言・調整内容の検討
・地域調整会議の開催

岩手県本庁
岩手県障がい者
施策推進協議会

※依頼とは
　県広域振興局での調整が図られなかった場合、岩手県障がい者施策推進協議会へ依頼を行い、調整を図ります。

　10月16日から18日までの３日間、若園町にある盛岡市総合福祉センターを会場に、第
49回盛岡市老人作品展（主催：盛岡市、盛岡市老人クラブ連合会、盛岡市社会福祉協議
会）が開催されました。
　作品展には老人クラブ会員や高齢者施設利用者、個人など市内在住の高齢者から、絵
画や書道、手芸など349点の作品が出展され、来訪者を楽しませました。

　9月9日、津志田の見前中学校や都南体育館などで平成24年度盛岡市総合防災訓練
が実施されました。
　50以上の関係機関、町内会の自主防災組織等により90種類の訓練などが行われ、盛
岡市社会福祉協議会では、災害発生時に協力いただけるボランティアを受け入れるための
窓口の設置と、車いす利用者をリフト付き車両で自宅から避難所等に輸送する訓練に参加
しました。
　また、避難所生活を体験する訓練の会場では新聞紙を使ってのスリッパ作りを参加者と
一緒に行いました。

新聞紙を使ったスリッパづくり輸送訓練



            
2012年 11月15日No.163 福祉もりおか 2012年 11月15日 No.163福祉もりおか

平成24年度 盛 岡 市 福 祉 作 文・福 祉 標 語 最 優 秀 作 品

　盛岡市南西部に位置する自然豊かな田園地帯のなかで、「猪去ふれあいサ
ロン」は平成２２年５月から毎月最終金曜日に「猪去振興センター」で開催され
ており、地域の住民ならどなたでも参加することができます。地元小中学生の入
学・卒業のお祝い、介護なんでも相談、本場中国レシピの餃子作り、伝統のし
め縄作りなど特色のある内容が「多くの人々のさまざまな協力」を背景に、地域
の特性や実情をフルに生かし「世代間交流や見守り、また仲間づくりの場」とし
て積極的に展開されています。
・開 催 日　毎週最終金曜日
・場　　所　猪去振興センター
・周知方法　チラシを自治会班で回覧
・参 加 費　１００円（子どもは無料）
・開催時間　１０時～１７時
　　　　　 （１５時迄の変更もあり）
•夜間の部　１９時開催あり
　　　　　 （会社員や児童生徒の
　　　　　　ＰＴＡ等が参加し交流）

　盛岡市社会福祉協議会では、「障がいのある人もない人も共に学び共に生きる岩手県づくり条例」
の制定に伴い、岩手県社会福祉協議会の委託を受け、障がいのある方に対する不利益な取扱い相談
窓口を設置しています。
　条例には、障がいのある人とない人とが互いに個人の権利を尊重し合いながら心豊かに主体的に生
活することができる地域づくりを目指すことが明記されています。
　不利益な取扱いとは、不利な区別、排除、権利の制限、合理的な配慮をしないことに分けられており、
例えば、障がいの種別により施設やサービスの利用を断ることや、サービスを受ける際に支援者の付き
添いを条件にすることなどが挙げられます。
　このような取扱いの解消に向け関係機関が一体となって支援するために、社協が身近な窓口として
相談をお受けします。
相談受付窓口 ： 盛岡市社会福祉協議会　TEL 651-1000

小
学
校
低
学
年
の
部
　 

大
切
に
し
た
い
こ
と

杜
陵
小
学
校
　
二
年

平
　
沼
　
颯
　
泰

　

ぼ
く
は
、あ
の
と
き
の
大
き
な
じ
し
ん
を
体
け
ん
し

て
き
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、あ
ん
ぜ
ん
な
場
し
ょ
に
す
ぐ
に
げ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。い
え
の
中
で
じ
し
ん
が
お
き
た
と
き

は
、お
ち
て
く
る
も
の
が
す
く
な
いへ
や
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

あ
の
日
、え
ん
が
ん
で
は
大
き
な
じ
し
ん
の
ほ
か
に
、

つ
な
み
も
お
こ
り
ま
し
た
。そ
の
つ
な
み
は
、何
人
も
の

い
の
ち
を
う
ば
って
い
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、じ
ぶ
ん
の
ま
わ
り
に
は
、ど
ん
な
人
が
い
る

か
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

ふ
つ
う
の
人
な
ら
、じ
ぶ
ん
の
力
で
ひ
な
ん
で
き
ま

す
。か
ぞ
く
で
す
ん
で
い
る
人
は
、か
ぞ
く
み
ん
な
の

き
ょ
う
力
で
ひ
な
ん
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
く
ら
べ
て
、一
人
ぐ
ら
し
の
人
、お
年
よ
り
、

赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
い
子
ど
も
は
、ひ
な
ん
は
と
て
も
む

ず
か
し
い
と
思
い
ま
す
。足
が
ふ
じ
ゆ
う
な
人
も
、そ

れ
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
人
が
あ
ん
ぜ
ん
に
ひ
な
ん
す
る
た
め
に

は
、ま
わ
り
の
人
の
た
す
け
が
ひ
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

だ
か
ら
、じ
ぶ
ん
の
ま
わ
り
に
ど
ん
な
人
が
す
ん
で

い
る
か
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、ぼ
く
が
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
考

え
て
み
ま
し
た
。

　

一
、会
っ
た
と
き
に
、あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
。

　

二
、ち
い
き
の
人
た
ち
と
こ
う
り
ゅ
う
を
し
、話
を

聞
く
こ
と
。

　

三
、町
内
会
の
行
じ
な
ど
に
は
、せ
っ
き
ょ
く
て
き
に

さ
ん
か
す
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
こ
と
で
、年
の
ち
が
う
お

に
い
さ
ん
や
お
ね
え
さ
ん
、お
と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ

ん
、お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
と
こ
う
り
ゅ
う
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
で
き
れ
ば
、お
た
が
い
に
分
か
り
合
い
、何
か

あ
っ
た
と
き
に
た
す
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。ぼ
く
は
、こ
れ
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
原
文
の
ま
ま
）

小
学
校
中
学
年
の
部
　

み
ん
な
の
え
が
お

生
出
小
学
校
　
四
年

岩
　
崎
　
美
　
喜

　

六
月
十
四
日
に「
き
ず
な
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」で
、小
本
小
と
、

小
本
の
仮
設
住
た
く
に
行
って
き
ま
し
た
。

　

小
本
小
と
大
牛
内
分
校
と
の
交
流
会
で
は
、ど
の
よ
う
に

し
て
品
種
改
良
が
さ
れ
た
か
を「
ミ
ニ
テ
ィ
が
で
き
る
ま
で
」

と
い
う
げ
き
で
発
表
し
ま
し
た
。生
出
で
生
ま
れ
た
ミ
ニ

テ
ィ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
が
ん
ば
っ
て
発
表
し
ま

し
た
。初
め
て
会
っ
た
人
た
ち
と
、名
し
交
か
ん
や
、じ
ゃ
ん
け

ん
列
車
を
し
ま
し
た
。短
い
時
間
だ
っ
た
け
ど
、い
つ
も
遊
べ

な
い
人
た
ち
と
一し
ょ
に
楽
し
く
て
う
れ
し
い
時
間
に
な
り

ま
し
た
。

　

仮
設
住
た
く
で
も
げ
き
を
発
表
し
ま
し
た
。そ
し
て
貴

重
な
お
話
を
聞
き
、写
真
も
見
せ
て
も
ら
い
大
震
災
の
悲
し

み
や
、人
の
心
の
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。津

波
で
、い
ろ
ん
な
も
の
を
失
っ
た
人
た
ち
の
悲
し
さ
や
大
変
さ

を
わ
か
ち
合
え
る
時
間
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。仮
設
の
人

た
ち
は
、津
波
の
こ
と
を
話
す
た
び
に
、思
い
出
し
て
、ま
た

つ
ら
い
気
持
ち
に
な
る
の
に
、私
た
ち
に
て
い
ね
い
に
説
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
で

人
って
強
い
な
あ
、あ
っ
た
か
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、み
な
さ
ん
が
暗
い
顔
を
せ
ず
、明
る
い
顔
で
生
活
で

き
る
よ
う
に
と
思
って
ミ
ニ
テ
ィ
を
と
ど
け
て
き
ま
し
た
。ひ

災
地
で
は
、家
族
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
や
、心
に
大
き
な

傷
を
お
っ
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。助
け
合
う
こ
と

が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、私
が
思
う
助
け
合
い

は
、そ
ば
に
い
て
、いつ
も
自
分
が
え
が
お
で
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。」

と
言
っ
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。え
が
お
で
接
す
る

こ
と
で
、え
が
お
は
ど
ん
ど
ん
う
つっ
て
いっ
て
、み
ん
な
が
元

気
で
え
が
お
で
生
活
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
々
の
幸
せ
を
考
え
た
時
、幸
せ
と
は
、特
別
な

こ
と
で
は
な
く
み
ん
な
と
あ
そ
ん
だ
り
、お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

福
祉
と
い
う
言
葉
を
辞
典
で
調
べ
る
と
、「
多
く
の
人
々
の

幸
せ
、幸
い
」と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。多
く
の
人
が
幸
せ
に

な
る
に
は
、一人
が
変
わ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。一人
一人
が
、

明
る
く
え
が
お
で
生
活
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、み
ん
な
に
言
い
た
い
。

「
み
ん
な
で
協
力
し
て
未
来
を
ち
ょっ
と
ず
つ
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。み
ん
な
で
が
ん
ば
れ
ば
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。が
ん
ば
ろ

う
よ
。」と
。

（
原
文
の
ま
ま
）

小
学
校
高
学
年
の
部
　

大
震
災
を
経
験
し
て

杜
陵
小
学
校
　
六
年

赤
　
坂
　
陽
　
香

　

昨
年
三
月
十
一日
。体
験
し
た
こ
と
も
な
い
大
き
な
地
震

が
、私
た
ち
の
住
む
東
日
本
を
お
そ
い
ま
し
た
。あ
の
日
の
こ

と
は
、今
も
し
っ
か
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　

地
震
が
起
き
た
と
き
、私
は
学
校
に
い
ま
し
た
。帰
り
の

会
が
終
わ
り
、体
育
館
に
遊
び
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
と

き
に
、地
震
が
起
き
ま
し
た
。ド
オ
ー
ッ
と
い
う
地
鳴
り
が

し
、激
し
い
ゆ
れ
が
長
く
続
き
ま
し
た
。久
保
先
生
が
、

「
す
ぐ
、机
の
下
に
入
り
な
さ
い
。み
ん
な
、落
ち
着
い
て
。」

と
叫
ん
で
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。い
つ
も
の
地
震
な
ら
そ

ん
な
に
怖
が
ら
な
い
私
で
す
が
、こ
の
地
震
は
、い
つ
終
わ
る
の

だ
ろ
う
、も
っ
と
激
し
い
ゆ
れ
に
な
る
の
で
は
と
思
い
恐
し
く

感
じ
ま
し
た
。

　

ゆ
れ
が
お
さ
ま
り
、家
に
帰
って
か
ぎ
を
開
け
、中
に
入
ろ

う
と
思
っ
た
け
れ
ど
、玄
関
の
と
び
ら
は
開
き
ま
せ
ん
で
し

た
。地
震
の
ゆ
れ
の
た
め
、と
び
ら
の
と
こ
ろ
が
ゆ
が
ん
で
し

ま
っ
た
ら
し
く
、い
つ
も
な
ら
す
ぐ
に
開
く
と
び
ら
が
、ど
う

し
て
も
開
き
ま
せ
ん
で
し
た
。と
な
り
の
人
が
、

「
ど
う
し
た
の
。と
び
ら
が
開
か
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、家
の
人
が

来
る
ま
で
、中
に
居
て
も
い
い
よ
。」

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、私
は
な
ん
と
か
し
て
開
け

た
い
と
思
い
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
。姉
も
帰
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
か

ら
。」

と
断
り
、い
ろ
い
ろ
や
って
み
ま
し
た
。で
も
、と
び
ら
は
、な
か

な
か
動
き
ま
せ
ん
。だ
ん
だ
ん
辺
り
は
暗
く
な
り
、寒
く
も

な
って
き
ま
し
た
。私
は
、ど
う
し
よ
う
と
心
細
く
な
って
き

ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
で
す
。様
子
を
見
て
い
た
友
達
の
茉
林
さ
ん
と

茉
林
さ
ん
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、

「
と
び
ら
開
か
な
い
の
。開
か
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、私
の
家
に
来

る
。」

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。私
は
、助
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。

　

茉
林
さ
ん
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、私
の
名
前
も
知
ら
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。日
頃
か
ら
、そ
ん
な
に
親
し
い
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。で
も
、私
が
困
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
、声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。私
は
、本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

茉
林
さ
ん
の
お
ば
あ
さ
ん
の
家
の
中
に
入
る
と
、若
菜
さ

ん
も
い
ま
し
た
。そ
こ
に
い
る
と
き
に
も
、余
震
が
続
い
た

り
、遠
く
の
方
で
ド
オ
オ
ン
と
い
う
大
き
な
音
が
し
て
い
た
の

で
、中
に
入
れ
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、お
姉
ち
ゃ
ん
が
家
の
と
び
ら
を
開
け
、自

分
の
家
に
も
ど
り
ま
し
た
。し
か
し
、ま
た
大
き
な
余
震
が

き
た
た
め
、お
姉
ち
ゃ
ん
と
二
人
で
、ま
た
茉
林
さ
ん
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。結
局
、夜
に
な
っ

て
家
の
人
が
迎
え
に
来
る
ま
で
、そ
こ
で
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

あ
の
日
は
、停
電
で
、電
話
も
つ
な
が
ら
な
い
状
況
で
し

た
。そ
ん
な
と
き
に
は
、今
回
の
よ
う
に
、近
所
の
人
た
ち
が

助
け
合
う
こ
と
が
、大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

沿
岸
地
方
で
も
、近
所
の
人
た
ち
が
助
け
合
って
避
難
し

た
り
、生
活
し
た
り
し
て
い
る
様
子
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し

た
。私
は
近
所
の
人
た
ち
の
つ
な
が
り
や
助
け
合
い
の
大
切

さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
、今
普
通
の
生
活
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、沿
岸
の
方

は
ま
だ
、が
れ
き
が
た
く
さ
ん
残
って
い
る
し
、仮
設
住
宅
な

ど
に
く
ら
し
た
り
し
て
い
る
人
達
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。復

興
に
は
、ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、募
金
を
す
る
こ
と
や
沿

岸
地
方
に
いって
、が
れ
き
の
片
づ
け
の
手
伝
い
な
ど
を
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ぐ
ら
い
で
す
。し
か
し
、私
は
こ
ん
な
こ
と
で

も
必
ず
力
に
な
る
と
思
って
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、今
回
の
地
震
で
感
じ
た
近
所
の
人
た
ち
と
の

つ
な
が
り
を
つ
く
って
い
く
た
め
に
、あ
い
さ
つ
を
し
た
り
、地

域
の
活
動
に
参
加
し
た
り
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。今

度
は
、自
分
が
助
け
る
側
に
な
り
た
い
で
す
。（原

文
の
ま
ま
）

東日本大震災義援金の受付
（盛岡市共同募金委員会扱い）

（平成24年8月18日～平成24年10月19日）

福
祉
標
語
　

　
最
優
秀
賞
作
品

小
学
校
低
学
年
の
部

　

　
　
　
　 

生
出
小
学
校
　
一
年
　
竹
　
田
　
朔
　
都

　
　
　
　
　
　
　

ぼ
く
の
て
も　

か
し
て
あ
げ
た
ら　
　
　

　
　
　
　
　
　
つ
え
の
か
わ
り
に
な
る
ん
だ
ね

小
学
校
中
学
年
の
部　

　
　
　
　
　
生
出
小
学
校
　
四
年
　
岩
　
崎
　
湧
　
馬

　
　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　

言
わ
れ
て
こ
こ
ろ　

あ
っ
た
ま
る

小
学
校
高
学
年
の
部

厨
川
小
学
校
　
五
年
　
佐
々
木
　
桃
　
花

　
　
　
　
　
　
　

さ
し
の
べ
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

そ
の
手
が
だ
れ
か
の　

み
ら
い
に
な
る

中
学
校
の
部

盛
岡
白
百
合
学
園
中
学
校
　
三
年
　
瀬
　
川
　
愛
　
里

　
　
　
　
　
　
　

手
を
取
っ
て　

心
一つ
に　

見
え
る
明
日

おじゃまします
猪去ふれあいサロンSサロン訪問サロン訪問サロン訪問

匿名・・・2,020円

社協特別賛助会員 ありがとうございます 次の法人・事業所様から社協特別賛助会員として
ご支援いただきました。ありがとうございました。

 

福
祉
作
文

　
最
優
秀
賞
作
品

盛岡市防災訓練が実施されました 盛岡市老人作品展が
開催されました

盛岡市老人作品展が
開催されました

相光電気㈱
㈲阿部魚店
㈱岩手朝日テレビ
㈲岩手架設工業
㈱岩手銀行
岩手県森林組合連合会
公益財団法人岩手県予防医学協会
㈱岩手めんこいテレビ
㈱大坂工務店
㈱小山田工業所
㈱川徳

協積産業㈱
㈱北日本銀行
㈲クリーンモーター岩手
白松がモナカ本店㈱盛岡南店
全国共済農業協同組合連合会岩手県本部
寺岡ファシリティーズ岩手㈱
東北電話㈱
㈱東北油化
巴染工㈱
㈲範古堂
日立ｷｬﾋﾟﾀﾙｵｰﾄﾘｰｽ㈱東北支店盛岡営業所

㈱ヒノヤタクシー
福田機械㈱
㈱富士屋印刷所
みちのくｺｶ･ｺｰﾗﾎﾞﾄﾘﾝｸﾞ㈱盛岡支店
盛岡市医師会
盛岡ターミナルビル㈱
吉久産業㈱
㈱米内青果
菱和建設㈱

【平成24年8月18日～平成24年10月19日現在】

障がいのある人に対する不利益な
取扱い相談窓口

不利益な取扱い相談窓口と県広域振興局等の役割
相談者

・障がいのある人
・保護者
・支援者
・関係者など

市社協
《相談窓口》
・相談の受付

事実確認・助言

県広域振興局
《助言・調整》

・事実確認
・助言・調整内容の検討
・地域調整会議の開催

岩手県本庁
岩手県障がい者
施策推進協議会

※依頼とは
　県広域振興局での調整が図られなかった場合、岩手県障がい者施策推進協議会へ依頼を行い、調整を図ります。

　10月16日から18日までの３日間、若園町にある盛岡市総合福祉センターを会場に、第
49回盛岡市老人作品展（主催：盛岡市、盛岡市老人クラブ連合会、盛岡市社会福祉協議
会）が開催されました。
　作品展には老人クラブ会員や高齢者施設利用者、個人など市内在住の高齢者から、絵
画や書道、手芸など349点の作品が出展され、来訪者を楽しませました。

　9月9日、津志田の見前中学校や都南体育館などで平成24年度盛岡市総合防災訓練
が実施されました。
　50以上の関係機関、町内会の自主防災組織等により90種類の訓練などが行われ、盛
岡市社会福祉協議会では、災害発生時に協力いただけるボランティアを受け入れるための
窓口の設置と、車いす利用者をリフト付き車両で自宅から避難所等に輸送する訓練に参加
しました。
　また、避難所生活を体験する訓練の会場では新聞紙を使ってのスリッパ作りを参加者と
一緒に行いました。

新聞紙を使ったスリッパづくり輸送訓練
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地球環境に配慮し、植物油インキで印刷しています。

●一般寄付
　社会福祉のために
　　特別養護老人ホーム　繋松苑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20,000円
　　都南芸能協会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・70,000円
　総合福祉センター補修準備積立金として
　　浅沼　康司・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10,000円
　復興支援のために
　　三橋　美智清・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100,000円
●物品寄付
　被災地支援のために
　　菅田　慧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・本190冊
　児童福祉のために
　　森田　京子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・本40冊
　貸出事業のために
　　及川　隆一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電動ベッド1台
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ま ご こ ろ

福祉もりおか 盛岡市若園町2-2  盛岡市総合福祉センター
TEL：０１９（６５１）１０００  FAX：０１９（６２２）４９９９

盛岡市社会福祉協議会社会福祉
法　　人2012

11.15
http://www.morioka-shakyo.or.jp/

No.163

　厳しい残暑が長く続いたあと、季節は駆け足で冬に向かい、あっという間に当初の予定
に追いついたように感じます。急激な気候の変化に体調管理もたいへんだったのではない
でしょうか。
　さて、１面に載せた復興支援ボランティア募集ですが、震災発生から時間が経ち、報道
される機会が減少したためなのか、かわいキャンプを訪れるボランティアさんも少なく
なっています。ある程度の人数がいないとできない活動もありますので、ぜひご協力をお
願いします。（ I ）

催し案内

　盛岡市社会福祉協議会玉山支所では、地域の高齢
者世帯等の除雪活動を行う除雪機を玉山区内の自治
会へ貸し出しをします。　
貸出台数：３台（１自治会1台）
貸出期間：平成24年12月1日から平成25年3月31日まで
申し込み：盛岡市社会福祉協議会玉山支所
　　　　　TEL 683-2743

玉山区自治会への除雪機貸出

ホームヘルパー募集

■母子父子「親と子のクリスマス会」
　母子父子世帯を対象としたクリスマス会を開催しま
す。ゲーム等楽しい企画を予定していますのでふるっ
てご参加ください。
日　時：12月9日（日）午後1時～午後3時30分
場　所：盛岡市総合福祉センター
対　象：中学生までの子どものいる母子父子世帯
参加費：無料
申し込み：11月30日までに盛岡市社会福祉協議会へ
　　　　　TEL 651-1000

■盛岡市子ども会議
　子どもたちの運営により、各地区の子ども会の活
動事例発表や、子ども会活動の計画・実践について
の情報交換などが行われます。
日　時：1月20日（日）午後1時～午後3時40分
場　所：盛岡市総合福祉センター
対　象：各単位子ども会代表及び世話人、子ども会
　　　　関係者
問い合わせ：盛岡市社会福祉協議会
　　　　　　TEL 651-1000

■第20回岩手県障がい者文化芸術祭
■作品展示
　場　　所：ふれあいランド岩手（三本柳8-1-3）
　展示期間：12月1日（土）～12月9日（日）  午前9時～午後8時45分まで
　展示内容：絵画・書道・写真・工芸・文芸など
■ふれあい音楽祭2012
　場　　所：ふれあいランド岩手（三本柳8-1-3）
　日　　時：12月8日（土）午前11時～午後4時まで
　問い合わせ：岩手県障がい者社会参加推進センター第20回岩手県障がい者文化芸術祭実行委
　　　　　　　員会事務局  TEL 637-5055

　盛岡市社会福祉協議会では、次のヘルパーステーションで働くホームヘルパーを募集します。
必要資格：ホームヘルパー２級以上または、介護福祉士資格
雇用形態：非常勤（20分間400円）
募集人数：若干名
勤 務 地：月が丘ヘルパーステーション（月が丘３-7-5）、
　　　　　 盛岡駅西口ヘルパーステーション（盛岡駅西通1-2-2）
　詳しくは月が丘ヘルパーステーション（TEL 645-5125）、盛岡駅西口ヘルパーステー
ション（TEL 653-3013）へお問い合わせください。

　収入が減って生活が大変、車のローンが通らない、失業してしまい今後の生活が不安、借金があ
って返済に困っている。このようなご相談に、各専門機関の相談員が対応します
開催日時：12月8日（土）午前10時～午後4時
会　　場：消費者信用生活協同組合盛岡相談センター（南大通1-8-7　CFCビル２階）
予　　約：月～土曜日　9時～17時　TEL 653-0001
≪開催団体≫　盛岡市消費生活センター／岩手県社会福祉協議会／盛岡市社会福祉協議会
　　　　　　　／ＮＰＯいわて生活者サポートセンター／消費者信用生活協同組合

写真は昨年のクリスマス会の様子

写真は昨年の子ども会議の様子

　盛岡市社会福祉協議会玉山支所では、弁護士による無料法律相談を行います。
日　　　時：平成24年11月 27日(火) 午前10時～午後3時
場　　　所：盛岡市玉山総合福祉センター
　　　　　 （玉山区渋民字泉田360　盛岡市役所玉山総合事務所隣接）
定　　　員：8名（定員に達し次第締め切り）
相談時間：1人30分以内
予 約 先：盛岡市社会福祉協議会玉山支所　TEL 683-2743

弁護士による無料法律相談

くらしとお金の安心合同相談会

　家族を在宅で介護している方の悩みごとなどに、保健師等のスタッフが電話や面接、訪問等で相
談に応じます。どうぞお気軽にご相談ください。
相談時間：月曜日～金曜日　午前9時～午後4時（土日・祝日、年末年始はお休みです）
費　　　用：無料
問い合わせ：在宅介護者等相談支援センター
場　　　所：盛岡駅西通1-2-2
　　　　 　 TEL 622-7570    FAX 606-3362
　　　　 　 E-mail  kaigosha-sien@morioka-shakyo.or.jp

在宅で介護している方のための相談窓口

《高齢者無料職業紹介所》
求　　　職：働く能力と意欲のある高齢の方に職業を紹介します。
　　　　　　登録できる方　おおむね65歳以上の方
求　　　人：病院の付添いや家事の手伝い、草取り、庭木の手入れなど、人材を派遣します。
　　　　　　派遣は有料となります。料金は仕事の内容により異なります。
相 談日時：月～金曜日　午前8時30分～午後5時（国民の休日、年末年始を除きます）
《結婚相談所》
　幸せな結婚を望んでいる方のために、結婚相談所を開設しています。
相 談 内 容：結婚についての相談を受けます。
　　　　　　希望される条件を満たした方または希望される条件に近い方をご紹介します。
相 談日時：月・水曜日　午前10時～午後4時（国民の休日、年末年始を除きます）
《心配ごと相談》　盛岡市役所都南総合支所
　司法書士による、人権、相続等に関わる相談を行います。
相 談日時：12月21日（金）午前10時～午後4時
　　　　　　  1月18日（金）午前10時～午後4時
場　　　所：盛岡市役所都南総合支所（津志田14-37-2）
問い合わせ：盛岡市社会福祉協議会　TEL 651-1000
《人権・生活相談》　盛岡市玉山総合福祉センター
　人権、生活に関する相談を受けます。
相 談日時：12月 12日（水） 午前10時～午後3時
　　　　　　  1月   9日（水） 午前10時～午後3時
場　　　所：盛岡市玉山総合福祉センター（玉山区渋民字泉田360）
問い合わせ：盛岡市社会福祉協議会玉山支所　TEL 683-2743

盛岡市若園町2-2 盛岡市総合福祉センター内　TEL ６５１－１０００
社会福祉協議会の相談窓口

　盛岡市社会福祉協議会では、除雪に困っている高齢者
世帯や障がい者世帯に対して無償で行う「福祉除雪」にご
協力いただける個人、団体を募集しています。
除雪の範囲：（1）玄関先から道路出入口までの通路
　　　　　   （2）敷地内の最小限の生活通路等
除 雪 期 間：平成24年12月1日～平成25年3月31日
　　　　　　※除雪は状況を判断して事務局よりその都
　　　　　　　度要請します。
問い合わせ：盛岡市社会福祉協議会　TEL 651-1000

福祉除雪ボランティア募集

　盛岡市社会福祉協議会の事業活動資金として次の方々からご寄付をいただきました。
　ご協力に感謝し、ご報告申し上げます。
平成24年8月18日～平成24年10月19日現在（敬称略）

車いす乗車福祉車両（ぷらっとキャブ）をご利用ください

シニアビリヤード教室

　盛岡市社会福祉協議会では、歩行が困難な高齢者や車いす使
用者の方の外出を支援するため、車いす同乗福祉車両の貸出しをし
ています。
利用対象者：市内在住の高齢者、障がい者等で車いすを使用される方
利用日時：年末年始、祝祭日を除く午前9時～午後5時
利用回数：月３回まで
利 用 料：無料
申し込み：盛岡市社会福祉協議会在宅福祉課 TEL  651-1000

主　　催：岩手県ビリヤード協会
日　　時：12月13日から毎週木曜日（月4回）
　　　　　午後2時～午後4時
場　　所：ビリヤード バディーズクラブ
　　　　　盛岡市青山3-27-10
対　　象：岩手県内に住む60歳以上のビリヤード初心者
参 加 費：1ヶ月2,500円（道具賃料含む）
申し込み：12月7日までに岩手県ビリヤード協会へ
　　　　　TEL 697-7135

　10月24日、岩手県民会館大ホールを会場に、盛岡市社会福祉協議会と盛岡市共同募金委員会、盛岡市
民生児童委員連絡協議会の主催および盛岡市の共催により第51回盛岡市社会福祉大会を開催しました。
　式典冒頭には社会福祉関係物故者並びに東日本大震災で亡くなられた方々に対し黙祷を捧げました。
　式典は桑島博盛岡市社会福祉協議会会長のあいさつに続き、社会福祉活動に尽くされた67名、23団体
と、福祉作文・福祉標語コンクールで最優秀賞を受賞した児童生徒7名の表彰が行われました。
　このあと、児童生徒7名による福祉作文・福祉標語コンクール最優秀作品の朗読発表が行われ、続く大会宣
言では「地域内住民の良好な交流と相互の支え合いによるまちづくり」を目指していくことを宣言しました。
　タレントのダニエル・カールさんを講師に迎え、「今、出来ること」～がん
ばっぺ！　オラの大好きな日本～と題して行われた記念講演では、東日本大
震災発生後のダニエルさんの活動について話された後、日本にはいいとこ
ろがたくさんあるので、謙遜ばかりではなく、もっと自慢して、日本のいいところ
をアピールするべきだといったことなど、予定時間を超える程たくさんのお話
をしていただきました。
　講演中、会場は何度も笑いに包まれ、最後はたくさんの拍手がわき起こり
ました。

第51回盛岡市社会福祉大会表彰者

かわいキャンプ
復興支援ボランティア募集

■市長感謝状
   カッコ内は地区民協名
工藤　優子（盛岡市）
■会長表彰
   カッコ内は地区民協・団体名
吉田　悦子
（盛岡市民生児童委員
連絡協議会）
髙畑アサ子（同）
宍戸　佑子（同）
工藤　公平（同）
眞舘　順子（同）
榊　　久子（同）
北田ふじこ（同）
高橋　良三
（盛岡市社会福祉協議会）
工藤　重信（同）
荒屋　智美（同）
山口結佳子（同）
大坂　勝子（同）
小西　峯生（岩手愛児会）
長川喜美子（同）
山崎　洋子（同）
高橋恵美子（小原慶福会）
熊谷　真澄（玉山秀峰会）
市川　安男（同）
杉村　　剛（千晶会）
難波　英二（同）
高橋　陽子（土淵朗親会）
高橋　尚子
（光の園付属保育所）

坂下シンチャ
（盛岡市民福祉バンク）
立柳　貴士（同）
高橋　新吉（岩手更生会）
熊谷　次子（いきいき牧場）
入澤　裕子（盛岡山王会）
大坪美誇子（同）
千葉　恵保（盛岡山王会）
吉田麻衣子（同）
小笠原理加（同）
丸山　幸生（同）
伊藤　茂子（一誠会）
臼澤千代子（同）
工藤久美子（同）
佐藤めぐみ（同）
松澤　香織（同）
氏家　秀樹（同）
齊藤　きみ（青い鳥）
藤原　節子（同）
工藤タミ子（同）
工藤　光子（同）
佐藤　香里（岩手県社会福祉事業団）
佐藤　禮子（盛岡市保健推進員協議会）（太田地区）
中村　笑子（同）（城南地区）
工藤　安子（同）（西厨川地区）
黒川南町内会
（岩手県共同募金会盛岡市共同募金委員会）
手代森下通町内会（同）
中羽場町内会（同）
川目上躍進会（同）
下米内町内会（同）

下小路町内会（同）
■会長褒賞
長谷川昌三、中村　秀明、鈴木カチ子
大泉紀代子、小笠原寿子、栃内　京子
吉田　たけ、中村ハルエ、吉田　和子
井上　京子、千葉早智子、柳田　博子
髙橋　輝雄、小田中ミドリ、竹田美江子
右京トシ子
■中央共同募金会会長感謝状
宗教法人真如苑東北本部
表千家水月会岩手支部
株式会社岩手銀行
株式会社北日本銀行
盛岡市歳末たすけあい演芸会実行委員会
■岩手県共同募金会会長感謝状
小原　國子、菊池　文子、木村ひさ子
三浦　康宏
JA全農いわて
青葉幼稚園、青葉幼稚園父母の会
岩手日報労働組合青女部
江戸千家岩手不白会
北日本銀行本店及びグループ会社役職員一同
古神道真理教都南教会
西厨川地区老人クラブ協議会
盛岡南ロータリークラブ
表千家流盛岡吉祥会
表千家方掬会
玉山区女性団体協議会
日蓮宗岩手県宗務所

歳末たすけあい演芸会歳末たすけあい演芸会
日　時：12月6日（木）
　　　　午前11時開演
場　所：岩手県民会館大ホール
内　容：踊り、コーラス、ダンスなど
主　催：盛岡市歳末たすけあい

演芸会実行委員会（構
成団体：盛岡市地域女
性団体協議会、盛岡市母子寡婦福祉協会、盛岡地区
更正保護女性の会、盛岡市退職女性教職員の会）

共　催：盛岡市町内会連合会、盛岡市民生児童委員連絡協
議会、盛岡市社会福祉協議会

入場料：無料（入場整理券は盛岡市社会福祉協議会、盛岡市
社会福祉協議会玉山支所で配布しています。その際に
は、歳末たすけあい運動の趣旨にご賛同いただき、1口
500円を目安とした募金協力をお願いします。）

　宮古市川井に設置したボランティア活動拠点、盛岡市かわいキャンプではボランティ
アを募集しています。
　東日本大震災から１年半以上が経過しましたが、人手を必要とする活動はなくなって
いません。
　みなさんのご協力をお願いします。
■現在、主に行っている活動
○大雨が降ったときに雨水があふれないように、詰まった側溝の泥出し
○波を被った後、現在まで手をつけることができずにいた、荒れた畑の再生活動
　これらのほかに、随時各ボランティアセンターからの依頼に応じながら活動しています。

　盛岡市かわいキャンプは、東日本大震災により被災した岩手県沿岸地域でボラン
ティア活動をする方のために、宿泊場所の提供や、送迎、ボランティアコーディネートを
行っています。
　沿岸地域へ行って活動されるボランティアの皆様の活動拠点としてご利用ください。
施設に関すること、利用に関することはホームページをご覧ください。
http://www.morioka-shakyo.or.jp/kawai/kawaiweb.html
ブログ「かわいキャンプ日誌」で活動の様子を見るこ
とができます。
http://blog.canpan.info/kawaicamp/

盛岡市かわいキャンプ
岩手県宮古市川井1-60-3　
TEL:0193-76-2005　FAX:0193-76-2231

写真は昨年の歳末たすけあい演芸会の様子

写真は昨年のチャリティーショーの様子

日　時：12月2日（日）
　　　　 午前10時開演
場　所：盛岡市渋民文化会館 姫神ホール
主　催：玉山区女性団体協議会
内　容：踊り、歌、ダンスなど
入場料：1人 500円（当日券600円）
　　　　収益金は歳末たすけあい義援金とし
　　　　て寄付されます。
問い合わせ：渋民公民館 TEL 683-2354

盛岡市
歳末たすけあい運動

盛岡市
歳末たすけあい運動

ビリヤードでちょっぴり健康してみませんか？ビリヤードでちょっぴり健康してみませんか？ 玉山区
婦人チャリティーショー

玉山区
婦人チャリティーショー

第51回盛岡市社会福祉大会開催第51回盛岡市社会福祉大会開催

盛岡市

　歳末たすけあい運動が12
月1日から12月28日まで行わ
れます。
　町内会・自治会を通じて
募金のお願いをしますの
で、今年も皆さんのご協力
をお願いいたします。

問い合わせ
岩手県共同募金会盛岡市共同募金委員会
盛岡市若園町2-2盛岡市総合福祉センター内
TEL 651-1000

〈玉山区〉
盛岡市玉山区渋民字泉田360
盛岡市玉山総合福祉センター内
TEL 683-2743

ダニエル・カールさんの講演
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